
《

史

料

紹

介
》

専

修

学

校

学

則

沿

革

は
じ
め
に

こ
こ
で
は
史
料
紹
介と
し
て専
修
学
校
(
専
修
大
学の
前身)
の
学
則
を年

代の
古い
も
の
か
ら
順に
紹介し
てい
くこ
と
と
する
が、残念
な
が
ら
本
学

に
おい
て専
修
学
校
関
学
以
降に規
定、
また
は
改
定さ
れた
すべ
ての
学
則

が
確
認で
き
た
わ
けで
ない。
そ
こで、
現
在
確認で
きる
学
則
を
紹
介し
て

い
くと
と
も
に、
こ
こ
に
掲げ
た
学
則以
外の専
修
学
校
の
学
則につい
ての

情
報をご
存
知の
方がい
らっ
しゃ
れ
ば 、
ご
教
授
をい
た
だ
け
れ
ば
幸い
で

あ
る。『広

辞
苑
』(
第三
版)
に
よると
学
則と
は
「
学
校の、
組
織
編
制
・教

育課
程
・

管理
事項など
を
定め
た
規
則」
と
あ
る。
また、
現
在の学
校
教

育
法
施
行規
則(
昭
和二
十
二
年
五
月二十
三
日
文
部
省
令
第十
一
号)
第四

条
第一
項で
は
学
則に
は
次の
事項
を
記
載するこ
と
を
定め
てい
る。

①
修
業年
限、
学年、
学
期及び
授業
を
行わな
い
日
(以
下
「
休
業日」

と
い
う。)に関

する
事
項

②
部
科及び
課
程の
組
織に
関する
事項

③
教
育課
程及び
授業日
時
数に
関する
事項

/戸、\
ーーーー�‘
\-/ 

日間
H
リ
・
忍T
片
見

番
友

角
三回

瀬
戸
口

龍

一

(
大
学
史
資
料
課)

④
学
習の
評
価及び
課
程
修
了の
認
定に
関する
事項

⑤
収
容定
員
及び
職
員
組
織に
関する
事項

⑤入
学、
退
学、
転
学、
休
学
及び
卒
業に
関する
事項

⑦
授
業
料、
入
学
料そ
の
他の
費
用
徴
収に
関する
事項

⑧
賞
罰に
関する
事項

⑨
寄
宿
舎に
関する
事項

こ
の
記
載
内
容か
ら
わ
かる
よう
に
学
則に
は、
そ
の
学
校
を
知る
上で
大

切な
多
くの
情
報が
記
載さ
れ
てお
り、
大
学
史にとっ
て
学
則が
非常に
重

要な
史
料であ
るこ
と
は
論
を
倹た
ない
で
あ
ろ
う。
また、
学
則の
変
遷
を

追うこ
と
は、
そ
の
学
校の
変遷
を
見るこ
とで
あ
り、
そ
の
学
則が規
定、

ま
た
は
改
定さ
れ
た
時
期に
大
学が
何
を
考え 、
何を
行お
うと
し
てい
た
か

を
考え
るこ
と
がで
きる。
も
ち
ろん 、
学
則の
歴
史H
学
校の
歴
史で
は
な

い。
学
則、だ
けで
は
そ
の
大
学に
学ぶ
学生の
姿
を
見るこ
と
はで
き
ない
な

ど 、
い
くつ
かの
課
題はあ
る
にせ
よ、
学
則から
大
学の
一
端
を
見るこ
と

は
可
能で
あ
ろ
う。

先に
挙げ
た
学
則の
九つ
の
記
載
事
項の
条件は
昭
和二
十二
年
(
一九
四

nu

 



七)
五
月に
定め
ら
れた
も
のであ
るが、
そ
れ
以
前 、
例え
ば
明
治
期や
大

正
期の
学
則も
ほと
ん
どこ
れ
に
沿っ
た
形で
書かれ
てい
る。
こ
れ
は、
明

治五
年
(
一八
七二)
の
学
制
公
布以
来 、
政
府は
私立
学
校に
対し
て
勝手

な
関
学
を
許
可せ
ず、
必ず
届
出の
書
類
を
提
出させ
、

そ
の
書
類に
は
そ
の

学
校の
概
要が
わ
かる
よう
な
記
載
事項
を定め
てい
た
ため
、

戦
前の
学
則

であっ
ても
、

現
在の
学
則と
ほ
ぼ
変わるこ
と
な
く、
そ
の
学
校の
情
報を

十
分に
得るこ
と
がで
きる。

今回 、
紹
介する
本学の
学
則は、
本学
関学の
明
治
十三
年
(一八
八
O)

時の
も
の
から、
現
在の
通
信
教
育の
前身と
もい
え
る
校
外
員
制
度を本
学

が
設けた
明
治二
十年
(
一八
八
七)
まで
に
規
定
・

改
定さ
れた
学
則の
中

か
ら
管
見するこ
と
ので
きる
六
つ
の
学
則
を
掲げ
た。
次に、
各
史
料の
簡

単
な
書
誌
情
報お
よび
解説
を
記すこ
と
と
する。

1 .
(
史
料
1)
に
つ
い
て

《史料紹介》 専修学校 学則沿革 (一)

厳
密にい
え
ばこ
の
史
料1
は
学
則と
呼ぶこ
と
はで
きない
かも
しれな

い。
し
か
し、
明
治
十三
年
八月、
東
京
府知
事・
松田
道之に
宛
て
て出さ

れた
「
私立
学
校
開
業上
申」
は
本
学の
出
発
点であ
り、創立
者た
ち
が
ど

の
ような
学
校
を目
指し
てい
た
か
を
示すた
め
の
重
要な
史
料で
あ
る。

原
本は
東
京
都
公
文
書
館が
所
蔵
し
てい
る
「
関
学明
細調」
(
全六
冊)

に
収
録され
てい
る。こ
の
「関学明
細書」
には
八
百九
十八校も
の
私学・

私塾の開
業
届が
記
載さ
れ
てい
る
ため
、

本
学の
みな
ら
ず
多く
の
私立
学

校が
自ら
の
学
校の
始ま
りゃ
当
時の
学
校
内
容を
知る
ための貴
重な
史
料

と
し
て取
り上
げ
られ
るこ
と
の
多い
史
料で
あ
る。
で
は、こ
の
「
関
学明

細書」
に
収め
ら
れ
てい
る
開
業
届に
はど
の
ような
事項
を4記
載する
必
要

があっ
た
の
かは、
次の
史
料が
示
すと
お
りで
あ
る。

私
学
開
業之
義、
是
迄
出
願
候
処 、
今
般
教
育
令
御
発
行
相成
候ニ
付テ

ハ
、

爾
来上
申
書ニ
テ
御
聞
置
可
相成
筈ニ
付、
左
之
目ヲ
記
載上
申
候

様
致
度 、
奥
印
申
出
之
際、
認
方
粗
漏之
向
有之
候ハ
\
右-一
準シ
相

認
候
様
御
示シ
有之
度、
此
段及
御通
達
候
也

私立
学
校
開
業ノ
際上
申
概
目

一校
名及
位
置
一
教
則
学
科

踏F
町子
i
匙一
rv〈
鎧誠一
『

芳一鵬門 、

教
科書
生
徒
在
学
期
限
生
徒
等
級
一
日
授
業
時
間
授
業
料
有無

及
金
額
生
徒
試
験ノ
期
限

こ
れ
は
明
治
十二
年
(
一
八
七
九)
九
月に
公
布され
た
教
育
令を
受け
て、

同年
十一月に
東
京
府
学
務
課が
郡
区
役
所へ
出した
通
達
書であ
る
。

こ
れ
に
よると
開
業
上申に
は
教
則、
学
科、
教
科
書や
在
学年
数、
授
業

時
間な
ど
を明
記
するこ
と
が
定め
ら
れ
てお
り、現
在の

学
則
規
定と
ほ
ぼ

変わ
ら
ない
こ
と
が
わ
かる。
こ
の
開
業
上
申
書は
そ
の
学
校の
概
要
を
よく

あ
ら
わ
す
史
料であ
ると
言うこ
と
がで
き
よう。

明
治
十三
年
九月十
六
日に
行われた
本
学の
開校
式に
先
立つ、
明
治
十

三
年
八
月に
出さ
れ
た
「
私立
学
校
開
業上
申」
を本
学
最
初の
学
則と
し
て

取り
上
げた
の
はこ
の
よう
な
理
由か
らで
あ
る。

史
料の
内
容に
つい
ては
書かれ
であ
る
通
りであ
るが、
用語につい
て

一
点だ
け
補
足し
てお
く。
史
料
中に
「生
徒
等
級」
とあ
るが、
明
治五年
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の
学
制
公
布に
よ
り
等
級
制と
い
うシ
ス
テム
が
取り
入れ
ら
れた。
こ
れ
は

学
校のカ
リキュ
ラム
を
何
段
階かの
等
級に
区
分し
て、こ
れ
を一
定の
時

間
をか
け
て順
序に
従っ
て学
習し
てい
くと
い
うシ
ス
テム
で
あ
る。
こ
の

時
期、小
学
校は
八
等
級な
が
らも
在
学
期
間四年、つ
ま
り
半年
間に一
回、

試
験
を
受け
て
等
級
を上げ
てい
くと
い
うシ
ス
テム
で
あ
る
が
、

本
学に
お

い
ては
在
学
期
間は二
年、
そ
し
て
史
料2
に
「
毎一
年ヲ一
級トス」
と
あ

るこ
と
から、こ
こ
にあ
る
「一
科に
付二
級」
と
は一
年
目の
終わ
りに
進

級
試
験を
行い
、

二
年
目に
卒
業
試
験
を
行うとい
う
意
味で
あ
る。

2 .

(
史
料
2)

に
つ
い
て

こ
の
史
料は
専
修
学
校
が
明
治
十六
年
(一
八
八
三)
七
月に
刊
行し
た

『専
修
学
校一
覧
』から
学
則に
相
当
する
部
分
を
抜き
出した
も
ので
あ
る。

『専
修
学
校一
覧
』は
「
創
立
趣
旨」
「
沿
革
略」
「
規
則」
「
教
旨」
「
教
則」

「
入
校
退
校」
「
学
費」
「
雑
則」
「
校
員」

「
卒
業
生
徒」
を
記し
た
小
冊
子で

毎年、
最
新の
情
報を
取り
入れ
て
刊
行され、
学生
や
関
係
者に
配
布され

た
も
のと
思
われ
る。
こ
の
明
治
十六年
七
月
刊
行の
も
の
は、
現
在のとこ

ろ
管
見で
き
る
な
かで
は
最も
古い
『専
修
学
校一世歪
で
あ
り、
原
本は
園

撃
院
大
撃図
書
館所
蔵
梧
陰
文
庫に
収め
ら
れ
てい
る。

梧
陰
文
庫は
明
治
時
代の官
僚・
政
治
家で
、

明
治
憲
法
制
定や
教
育
制
度

の
確
立に
尽力
した
井上
毅(一
八
四
四
|九五 、

号
梧
陰)
が、
自らの政

策立
案の
ため
に
収
集・
活
用した
執
務
参
考
資
料を、
生
前に
自身の
手
に

よっ
て
図
書
・

文
書
記
録
類な
ど
に
分
類
・整

理
した
も
ので
あ
る
が
、『

専

修
学
校一
覧
』の
入手
経
路ほ
かについ
ては
よ
く
わ
からない。

こ
の
史
料2と
史料1
を
比
較すると
次の
ようなこ
と
が
判明
する。
修

業年
限は二
年から三
年
に
延
長さ
れたこ
と
、

各
科お
よび
各
学年の
詳し

い
授
業
科
目
内
容を
知るこ
と
がで
きるこ
と
、

入
学
試
験が
実
施さ
れ
てい

たこ
と
な
どで
あ
る。

本
学は
開
学
当
初、
入
学
資
格や
年
齢など
は
問
わ
ず、
希望
者は
自由に

入
学で
き、
さ
らに
入
学
試
験も
行わな
かっ
た
ようで
あ
る。
し
か
し、こ

の
史
料から
は
入
学
試
験に
合
格した
学生
以
外にも、
入
学
試
験
を
受け
ず

に
自
由に
聴
講で
き
る
制
度
を
設け 、
そ
の
よう
な
学生
を
「
員
外
生」
(ま

た
は
「
別
員
生」)
と
呼んで
い
たこ
と
が
わ
かる。

本
学が
所
蔵
する
「
自
閉
山町ハ
ホ
時四
間

試
験成
績
表」
か
ら
は
明
治
十六
年

六
月時に
は
経
済
別
員
生
七
名、
法
律別
員生三
十七
名の
名
前
を
見るこ
と

がで
き、
員
外生で
も
成
績
優
秀
者は
本
員生と
な
るこ
と
がで
き
た。
こ
の

こ
と
から
専
修
学
校に
は
員
外
生と
し
て通っ
てい
た
学
生も
相
当
数い
たと

思
われ
る。
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3 .
(
史
料
3)

に
つ
い
て

こ
の
史
料も
史
料1と
同じ
く、
原
本は
東
京
都公
文
書
館に
所
蔵さ
れ
て

い
る
『各
種
学校
書
類
』か
ら
専
修学校の
部
分
を抜き
出した
も
ので
あ
る。

『各
種
学
校
書
類
』は
明
治
十六年
十
月
i

十二
月に
私塾や
私立
学
校
が
東

京
府に
宛
て
て
出した
願書な
ど
を
東
京
府学
務
課が
綴っ
た
史
料で
、

本学

の
「

開車百」
は
明
治
十五年(一
八八二)
四
月一
干五日に
墓尽
府知
事・



松田
道之
から
出さ
れ
た
左の
布
達
を
受け 、
明
治
十六年
十月二
十六
日に

東
京
府に
提
出さ
れた。

甲
第五
拾
号

町
村立・
私立
学
校、
幼
稚
園 、
書
籍
館
設
置
廃止
規
則左之通
相
定
候

条 、
此
旨
布
達
候
事

但、
従
来
設
置之
分ハ
本文
規
則
第一
章
中
第二
条
第三
条
第
四
条、

第二
章
中
第八
条
第九
条
第
十
条ノ
事項ヲ
具シ
、

更ニ
開
申スヘ
シ

こ
の
布達にあ
る
「
更ニ
開
申スヘ
シ」
の
文
言
を
受け 、
東
京
府に
提
出さ

れた
の
がこ
の
史
料3で
あ
る。
また
、

布達
中にあ
る
第二
章
第
八
条
を
詳

し
く
見ると
私立
学
校に
対
し
て「
開
申
書」
に
は
次の
よう
な
項
目
を
記
載

するこ
と
を
挙げ
てい
る。

設
置ノ
目
的

《史料紹介》 専修学校 学則沿革 ( ー)

名
称及
位
置
学
科課
程及
教
科用
書
器
械
学
期
授
業

試
案
及
休日
休
学
退
学
及
寄
宿
舎
規
則
生
徒
定
員及

入
学
生
徒ノ
学
力
生
徒
訓
戒
生
徒
授
業
料
敷
地及
建
物
経
費
収

支
概
算

史
料3
はこ
の
項
目を
すべ
て
満た
した
開
申
書と
なっ
てお
り、
史
料ー
よ

りも
さ
ら
に
専
修学
校の
詳しい
概
要
を
知るこ
と
がで
きる。

史
料l
お
よび
2の
時
期か
ら
変
更した
点
をあ
げ
ると
校
舎が
木
挽
町か

ら
中
猿
楽
町に
移
転したこ
と
、

授
業
時
間が
変
更したこ
と
、

そ
し
て教
員

の
俸
給が
無
給であっ
たこ
と
があ
げ
ら
れ
る。

解説
の
最
後のとこ
ろ
に、
参
考にあ
げ
た
表は
明
治
十五
年
か
ら
十八年

に
か
け
て
東
京
府に
提
出した
五
大
法
律
学
校の
「
設
置
願」
や
「
開
申
書」

時
限
及日
限

を基に
作成した
表であ
る。
五
大
法
律
学
校と
は
正
式な
名
称で
はない
が、

明
治
十九年
(
一八
八六)
に
帝国
大
学
(現
東
京
大
学)
総
長の管
轄
下
に

組み込まれ
た
私立
法
律
学
校の
五
校
(
専
修
学
校、
東
京
法
学
校、
明
治
法

律
学
校、
東
京
専門
学
校、
英
吉
利
法
律
学
校)
を
指
す。
こ
の
点につい
て

は
史
料5
の
解説で
述べ
るが、
当
時の専
修学
校が
他の
私立
学
校と
比
較

し
てど
の
よう
な
学
校で
あっ
た
か
を
今
後は
考え
てい
く
必
要もあ
る
だ
ろ

ヲつ。4 .

(
史
料
4)

に
つ
い
て

本
史
料は
原
本は
不明
な
が
ら、
複
写
本の
みが
本学に
残っ
てい
る
明
治

十八年
(一八
八五)
三
月に
刊
行さ
れ
た
『専
修
学
校一
覧
』か
ら、史
料

2と
同じく
学
則にあ
た
る
部
分の
み
を
抜き
出した
も
ので
あ
る。『
専
修

学
校
一
覧
』の
内
容
自
体は
史
料3と
同
様の
構
成
をとっ
てい
る。
巻
頭の

「
創
立
趣
旨」
以
外は
文
言
内
容が
一
部
変
更さ
れ 、
明
治
十六
年
七月
以
降

の
沿
革や
卒業
生が
補
足さ
れ 、教
員に
は
改正
箇
所
を
見るこ
と
がで
きる。

学
則に
関し
ては、史
料
2と
比
較した
場合、
改正
された
箇
所はな
く、

教
員の
み
改正
が
見ら
れ
る
ため
、こ

こ
で
は学
則
部
分
は
省
略し
て、
教
員

部
分の
み
を
掲
載した。

5 .

(
史
料
5)

に
つ
い
て

東
京
大学
法
学
部
所
蔵の
明
治
新
聞
雑
誌
文
庫に
収め
ら
れ
てい
る
『専
修

大
学
法
律
学
講
義
筆記
』第一年
級
第
十
七
号
i二

十二
号
(明
治二
十年五



月二
日
i六

月六
日
刊)
の
巻
末に
分割し
て
連
載さ
れた
『専
修学
校一昨見』

よ
り
抜き
出した
の
が
本史
料で
あ
る。

こ
の
史
料5
はこ
れ
まで
の
学則からい
くつ
かの
改
訂がな
さ
れ
てい
る。

そ
の
中か
ら
何
点か挙げ
てい
くと
、

ま
ずは
授業
期
間の
変更がな
さ
れた。

九
月
開
始 、
前
期
後
期の二
期
制はこ
れ
まで
と
同
様で
あ
る
が、
後
期の
開

始が二
月か
ら
一
月になっ
た。
他にも
授
業
科
目の
改
訂のほ
か
、

入
学
試

験の
改
訂も
な
さ
れた。員
外生
に
も
課
程
を
修
了したも
の
の
う
ち
希望
者

に
は
卒
業
証
書
を授
与し、
さ
ら
に
は
正
規の
学
生と
同じ
く
校
友と
な
るこ

と
が
認め
ら
れた。
また
授業
料が
一
円から
八
十
銭に
値下げ
さ
れたとい

う
よう
なこ
と
が
わ
かる。

こ
の
よう
な
改
訂の
一つ
の
要
因と
し
て明
治
十
九年
八
月、
文
部
省が
制

定した
「
私立
法
律
学
校
特別
監
督
燦
規」
(
以
後 、「
僚
規」
と
略す)
の
影

響を
挙げ
るこ
と
がで
き
よう。
以
下 、こ
の
史
料
を
考え
る
上で
重
要な
問

題であ
る
私立
法
律
学
校
特別
監
督
制度につい
て述べ
てい
く。

こ
の
制
度は
発足
聞も
ない
帝国
大
学
法
科
大
学に
対し
て
文
部
省が、
東

京
府下の
私立
法
律
学
校の
入
学
資
格や
学
科
課
程、
さ
らに
は
修
業年
限な

ど
を
監
督する
権
限を
与え
た
もので
あ
る。
私立
法
律
学
校
側のメ
リッ
ト

と
し
ては、こ
れ
に
よっ
て
自校の
成
績
優
秀な
卒業
生
を
判
事登
用
するこ

と
がで
きると
い
う
点や
徴
兵
猶予な
ど
が
挙げ
ら
れるが
、

そ
の
ため
に
私

立
法
律
学
校は
帝国
大
学の
管理
下にお
かれ、
さ
ま
ざ
ま
な
制
約
を
受ける

と
い
う
デメ
リッ
ト
も
背
負うこ
と
と
なっ
た。

先に
挙げ
たこ
の
時期の
学則の
改
定、
つ
ま
り
授
業
科
目の
変更
や
入
学

資
格
者の
要
件
変更、
入
試
科
目の
変
更な
ど
もこ
の
制度に
沿う
形で
行わ

れ
たと
考え
て良い
だ
ろ
う。
た
だ
し、こ
の
制
度はあ
く
まで
も
私立
法
律

学
校に
対し
て適
用さ
れた
制
度であ
り、
本学に
おい
て
法
律
科は
こ
れ
に

あ
た
る
が
、

経
済
科に
は
適
用さ
れな
かっ
たこ
と
は
言う
まで
も
ない。

な
お、こ
の
「
僚
規」
に
よっ
て
当
初、
帝国
大
学
総
長の
監
督
下に
お
か

れ
た
私立
法
律
学
校
名をあ
げると
本
学のほ
か、
明
治
法
律
学
校
(明
治
大

学の
前身)
、

東
京
専
門
学
校
(
早
稲田
大
学の
前身)
、

東
京
法
学
校
(
法政

大
学の
前
身)
、

英
吉
利
法
律
学
校
(
中
央
大
学の
前身)
の
五
校であ
り、

先に
挙げ
た
五
大
法
律
学
校の
俗
称はこ
こ
か
らと
ら
れた
も
ので
あ
ろ
う。

6 .

(
史
料
6)

に
つ
い
て

本
学が
所
蔵
する
明
治二
十年
九
月に
刊
行さ
れ
た
『専
修学
校
一
覧
』よ

り
学
則にあ
た
る
部
分を
抜き
出した
の
が
史
料6で
あ
る。
こ
の
『専
修
学

校
一
覧』
とこ
れ
まで
の
『専
修
学
校
一
覧』
の
違い
は、
巻
頭の
「
創立趣

旨」の
後に
史
料5で
取り
上げ
た
「
私立
法
律
学
校
特別
監
督
僚
規」
が
記

載さ
れ
てい
るこ
と
、

巻
末に
「
校
外
員
規
則」
が
記
載され
てい
るこ
と
が

挙げ
ら
れる。
本史
料で
は
「
私立
法
律
学
校
特別
監
督
篠
規」
は
史
料5
に

あ
る
も
のと
同文の
ため
省略した。
そ
の
他、
史
料5と
の
違い
は
授
業
内

容の
改正
があ
る
が、こ
こ
で
は
校
外
員(
校
外生)
制
度につい
て見
てみ

nu

 

るこ
と
と
する。

「
校
外
員
規
則」
に
つい
ては
史
料5
の
基に
なっ
てい
る
『専
修
学
校
一

覧
』に
も
記
載さ
れ
てい
る
が
、

第一
僚から
七
燦の
部
分が
欠
本の
ため
史



料5で
は
省
略した。
すな
わち
明
治二
十
年一
月に
分
割連
載が
始まっ
た

『専
修
学
校
一
覧
』が
「
校
外
員
規
則」
を
記
載し
た
最
初の
も
ので
あ
るこ

と
を
先に
おこ
と
わ
りし
てお
く。

《史料紹介》 専修学校 学則沿革 (ー)

さ
て、
専
修
学
校がこ
の
制
度
を設けた
の
は
前述の
通
り明
治二
十
年
一

月のこ
と
で
あ
る。
そ
の
目
的と
し
ては
遠
隔の
地
方に
暮ら
す
人々
や
仕
事

があ
る
ため
に
通
学で
き
ない
人々
に
対し
て
専
修学校の
講
師が
行っ
た
講

義
を
筆
記
・印

刷した
も
の
を
頒
布するこ
と
に
よっ
て教
育
を
行うこ
と
で

あ
る。
現
在でい
う
通
信
教
育の
は
し
りと
も
言える。
こ
の
際に
頒
布さ
れ

た
の
が
「
講
義
録」
と
呼ば
れる
も
ので、
史
料5の
『専
修
大
学
法
律
学
講

義
筆記
』が
そ
れ
にあ
た
る。
郵
便
制
度 、
そ
し
て
印
刷
技
術の
発達がこ
の

よう
な
形態の
教
育を
可
能に
したこ
と
は
言う
まで
も
ない。

当
時の
私立
専
門
学
校に
おい
て、
こ
の
よう
な
校
外生
制
度を
一
番早く

導
入した
の
は
英
吉
利
法
律
学校であっ
た。同校
の
創
立は
明
治十
八年
七

月であ
るが、
周年
九月に
は
早くも
講義
録が
切ノ付され
てい
る。
そ
の
後、

法政
、

早
稲田、
明
治、専
修
と
いっ
た
五
大
法
律
学
校のほ
か
、

哲
学
館

(
東
洋
大
学の
前
身)
、

日
本
法
律
学
校
(
日
本
大
学の
前
身)
、

関
西で
も
関

西
法
律
学
校
(
関西
大
学の
前身)
、

京
都
法政
学
校
(立
命
館
大
学の
前身)

な
ど
が
講
義
録を
発
行し
てい
たこ
と
を
考え
ると
、こ

の
時
期、
多く
の
学

校がこ
の
「
校
外
員
制
度」
(
学
校
に
よっ
て
名
称に
違い
があ
る)
を
採
用

し
てい
たこ
と
が
わ
か
る。

当
時の
本学の
校
外員
制度の
様
子につい
て左の
よう
な
報
告が
な
さ
れ

てい
る。

本校ノ
講
義
筆記ハ
昨二
十
年
一
月、
始メ
テ
発
免スル
所ノモ
ノニ
シ

テ、
此
事業タル
既一一
他校ノ
後
鞭ニ
属スル
ヲ
以テ 、創
業
ノ
際ハ
多

少
憂
慮スル
所
ナ
キニ
ア
ラサ
リシ
ト

雄トモ
、

幸一一
世
間ノ
好評ヲ
得

テ 、
初
刊以
来
校
外
員ノ
申込
続々
卜シ
テ
絶へ
ス
、

実一一
意
外ノ
好
結

果ヲ
得タ
リ 、
昨年十
二
月三十
一
日ノ
調査ニ
従ヘハ
、

現
在ノ
校
外

員
数ハ
法
律
・経

済二
科
合セ
テ、
弐
千四
百三十
一
人ア
リ 、
亦
驚ク

ヘ
キノ
数ト
謂フヘ
シ
(『専
修
学
校
同窓
会
報
告
第一
号
』)

こ
れ
に
よると
、

校
外
員
制
度は
他校で
は
すで
に
始まっ
てい
た
ため
、

そ

の
導
入に
つい
ては
憂
慮が
な
さ
れ
てい
たこ
と
や、
意
外の
好
結果で
校
外

生の
申し
込みが
多く、
明
治二
十
年十
二
月三十
一日
現
在、
そ
の
生
徒
数

は二
千四
百三十
一
人にも
のぼっ
てい
たこ
と
が
わ
かる。

また
、

その
講
義
筆記の
状況に
つい
ても
左
の
よう
な
報告が
な
さ
れ
て

い
る。本校

講
義
録ハ
、

講
師
諸
君ノ
勉
励ト
、

筆記
者
其
任ニ
適スル
トニ
因

リ 、
文意
流
暢容易ニ
法理ヲ
了解
シ
得ル
ヲ
以テ 、
漸
次盛大一一
赴キ 、

続々
校
外員ノ
申込ア
リ 、
現
今
法
律
・経

済ノ
両
科ヲ
合セ
テ、
弐
千

七
百
壱
人ア
リ 、
実ニ
盛
況卜
云フベ
シ

(『専
修
学
校
同窓
会
報
告

こ
の
ように
一時期
は
隆盛
を
極め
た
校
外
員
制
度であ
る
が、こ
の
制度

か
ら
もっ
と
も
早く
撤
退した
の
は
本
学で
あっ
た。
明
治二
十
四
年
(
一八

九
一)
に
は
法
律
科
自
体の
募
集
を停止
し、
理
財
(
経
済)
科の
みが
講
義

録
を
刊
行し
続けた
が、
そ
の
後は
校
外
員
制
度
を止め
、

誰も
が
自
由に
購

第二
回
』)



入す

る
形
と

し
た

。

つ

ま
り、

通
信

教育
の

た

め

の

教
科

書
と

い

う

よ
りも

雑

誌
の

よ

う
な

形

態
と

し
た

の

で

あ
る。

明

治二

十

八
年

(

一

八

九
五

)

に

『

理

財
科

講

義
』

百

六

十

六

冊

を
完

結

さ

せ、

そ

の
後

、

本学

で

は

講

義

録

を
発

行

す

る
こ
と

は
な

か
っ

た
。

(
表)

(専修
大

戸寸主Z
ゐa 

専修
学
校

法

政
大
学

室学
校
法 (治

大
学
)

明
治
律
学
校

法

明

(
早稲

大
学

田 東京

専
学
校

門

学
校

名

学

教授す

を

邦
語

て
に

律

科

法 教授す 律法

・
を

的
と

科

お 政

治

経済
学

科

教授す

を
邦
語

て
に

設置号両置九又
し ょ の

教授す

を
た

る
経済

、

び

的

目

る
経済 傍ら 物理 ナ

め

る
守

英
=詞
法律
学

量三
め の

た
学

英語
学

科

科

学

を目

法律
学

め . る 寸

科

A

を

込ニゐー

法律

た

め

一 一 一 一 一
期間 修業

一 一 一 一 一
年 年 年 年 年
一

時
間

十
分 午後

授

業も 但一し = 日
一

八
時

午後 襲時
間

時
間

ノ

時
間

日
、よ 二

り 時
あり

時
間

時
間

時

一

八

卜 記
明

以上 子
男

通じ 和漢 卒苦

上

小学 以上 子
男

言要件
入

才
以上

せ 十 る の
校

十
ず ーJ-

者
学

全科 八才
ノ \

才
五 百

五
十

百
五 一 五

百 生徒数
一

百
百

有 有 有 有 無 舎 宿
寄

鋸給 無ゑ小d口L 
せ
ず 記明

せ
ー

せ
ず 記

明
俸給

教
員ず 定

科

兼

修
謝

月

科

謝

月
み
の

寄
壁

の

賂

十銭

月

入 銭3。
、

但校
費

と

し

授

料業な
謝

月

謝

月

入芸 授

業料一

円 円
一

み 円 通主主 し 円塾
費

五
十銭

円 円
一

一

入
塾
生

十

五銭 十銭

円

ー

円

十
月 治

明 十
月 治明

二 明
九月 治

明
七月 治明 提出月 治

十 十 十 十 十
日

ーノよ\4 五 ーノム\ー 五 八、
年 年 年 年 年
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代
化過
程に
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ける
遠
隔
教
育の
初
期
的
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関
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研究
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放
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教
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【
凡
例】

翻
刻に
際し
ては、
仮
名づ
かい
は
清
濁も
ふ
くめ 、
原
則と
し
て
原
本の
通

りと
した。
また、
振り
仮
名も
原
本の
通
りと
した。
た
だ
し、
次の
点は

改め
てい
る 0

・翻
刻に
際し
て漢
字は
常
用漢
字を
用い、
変
体
仮
名、
合
字は
通
行の
字

体に
改め
た。(
例)
1
↓コ
卜 、
件
↓ト
キ

・踊
字は
原
本ど
お
りと
し、
漢
字は
「々
」 、
平
仮
名は
「〉」 、
片
仮
名は

「
乙 、
二
字以
上は
「
/f\」
に
統
一し
た。

・適
宜 、
句読
点 、
並
列
点
を
補っ
た。



(
史
料1)

明
治十
三
年
八
月

私立
学
校
開
業上
申

一、
位
置

京
橋区
木
挽
町二
丁
目十
四
番
地

一、
校
名

専
修学校

一、
教員

相
馬
永
胤
金
子堅
太
郎
津
田
純
一
高橋一
勝

目
賀田
種
太
郎
山
下
雄
太
郎
田尻
稲
次
郎
駒
井
重
格

学
科

経
済
学
法
律
学
専
門

一
、

教
科

口
授

一、
生
徒
在
学
期
限

二ヶ
年

一、
生
徒
等
級

一
科ニ
付二
級

一、
一
日
授
業
時
間

一
時
半

一、
授
業
料

一
ヶ

月金
一
円、
但シ
二
科
兼
修ノ
者ハ
金一
円五十
銭

一、
生
徒
試
験ノ
期限

毎
期ノ
終リ
小
試
験ヲ
行ナヒ
、

卒
業ノ
節
大
試

験ヲ
行ナフ

右
之通 、
開
業
仕
度
候
問 、
此
段上
申
仕
候
也

明
治十
三
年
八
月

滋
賀
県
士族

相
馬
永
胤
⑮

京
橋
区
南
紺屋
町十
一
番地

福
岡
県
士族

金
子堅
太
郎
⑮

麹
町
区
中六
番
丁
以川
七
番
地

大
分
県
士族

津田
純一
⑮

芝
区三
田四
丁
目
品川
番地

埼玉
県
士
族

高
橋一
勝
⑮

神田
区
錦
町一
丁
目六
番
地

静
岡
県
士族

目
賀回
種
太
郎
⑮

麹
町
区
中六
番
町四
番
地

高
知
県
士族

山
下
雄
太
郎
@

神田
区
錦
町一
丁
目六
番
地

鹿
児
島
県
士族

田尻
稲
次
郎
⑮

小
石
川
区
金
冨
町四十
六
番
地

東
京
府
士族

駒
井
重
格
⑮

小
石
川
区
金
冨
町四十
六
番
地

AUA

 

東
京
府知
事
松田
道
之
殿

学
務
委
員

木
寺
安
敦

前
書
之通上
申ニ
付
致
奥
印
候也

⑮ 



(
史
料
2)

EqH川d
州制町中
口同月

第
一
候

第二
僚

第三
篠

第四
篠

第五
燦

《史料紹介》 専修学校 学則沿革 (ー)

京
橋区
長
江
塚
庸
謹
⑮ 

明
治十
六年
七
月

教
旨

当
校ハ
邦語ヲ
以テ 、
経
済
学
・法

律
学ヲ
教
授スル
所ト
ス

教
則

授
業ハ
都テ
講義ヲ
以テ
ス

修醤木年
限ヲ三ヶ
年トシ、
毎
一年
ヲ
一
級ト
ス

一
学年
ヲ
分ツ
テ
前後ノ
二
期ト
ス

前
期
九
月十
六
日ヨ
リ十
二
月二
十
五
日ニ
至ル

後
期
一
月十
六
日ヨ
リ
七
月十
日ニ
至ル

学
科ヲ
分テ 、
経
済
・法

律ノ二
ト
ス、
其
目左ノ
如シ

但 、

本文ノ二
学
科ハ
之ヲ
兼
修スル
ヲ
得

経
済
学

第一
年
前
期

第一年
後
期

第二
年
前
期

第二
年
後
期

経
済
原
論

経
済
原
論

歴
史

銀
行
誌
外国
為
換

外国
貿
易
原理

銀
行誌
銀
行
史

経
済
要
論

貨
幣
論

歴
史

経
済
要
論

貨
幣
論

応
用
経
済

経
済
考
徴
貿
易
論

経
済
考
徴
租
税
論
経
済
史

第三
年
前
期

第三
年
後
期

租
税
論

国
債
論

世
態
学

国
債
論

商
業
史

弁
論
学

商
業
史

予
算
論

政
治
学

世態
学

官
有
財産
論

法
律
学

第
一年
前
期

第六
候

法
律
初
歩
契
約
法
私
訴
犯
法

身
分法
財産
法
歴
史

契
約
法
私
訴
犯
法
売
買
法
刑
法
大意

組
合
商
業並
会
社
法
代理
法並
受
托
法
歴
史

海上
法
万
国
公
法
証
拠
法
治
罪
法

日
本
刑
法
流
通
証
書

海上
法
仏国
契
約
法
憲
法
治
罪
法

日
本
刑
法
万
国
私
法
日
本
現
行
訴
訟
法

海上
保
険
法
法理
米国
訴
訟
法
平
等
法

政
治
学
世態
学
立
法
論

海上
保
険
法
法理
強
認
法
羅
馬
法
弁
論
学

世
態
学
外
交
論

但 、
右
科
目ノ
外、
毎
月二
回
訴
訟
演
習 、
治
罪
演
習ヲ
為ス

前篠ノ
各
学
科ヲ
卒ヘ 、
其
試
験ヲ
完フ
スル
者ニハ
卒業証
書ヲ

授
与ス

毎
月第一ノ
日
曜日ニ
於テ
生
徒ノ
討
論
会ヲ
開キ 、
第=
7
日
曜

日ニ
於テ
特
別
講
義ヲ
ナ
ス

授
業
時
間ハ
時宜一一
応シ
テ
之ヲ
定ム
ト

雄 、
各
級
毎週六
時
間ヨ

売
買
法

第一年
後
期

第二
年
前
期

第二
年
後
期

第三
年
前
期

第三
年
後
期

第
七
燦

第八
僚



リ
少ナカ
ラ
ス

但、
当
分
経
済
科ハ
午
後三
時
半ヨ
リ
ペ
法
律
科ハ
六
時十
五

分ヨ
リ
ス

毎
期ノ
終リ
試
験ヲ
行ナヒ
、

前
後二
期ノ
試
験
点
数ヲ
合セ
、

満

点
百一一
付六十
点以上ヲ
得ル
者ヲ
及
第ト
ス

但、
及
第セ
サル
者ハ
元
級一
五回ム

入
校
退
校

毎年
九
月ヲ
以テ
入
校ノ
期ト
ス

但、
時宜ニ
由リ 、
臨
時
入
校ヲ
許スコ
トアルベ
シ

第十
一
候
入
校ヲ
請フ
者ハ
、

其年
齢
満十
八
年
以
上一一
シ
テ、
左ノ
試
験

ニ
及
第スルニ
ア
ラサ
レハ
之ヲ
許サ
ス

但、
中
学
初
等
科
卒
業以
上ノ
者ハ
此
限ニア
ラ
ス

第
一
読
書
購読

国
史
略・
十
八
史
略・
日
本
外史・
日
本政
記・
史
記
等ノ
内

第二
作文
仮
名
交リ
文

記
事、
若クハ
論
文

入
校
志
願
者ノ
便宜一一
依リ 、
入
校ノ
際試
験ヲ
要セ
ス、
又
定

期ノ
試
験ヲ
ナサ
スシ
テ
員
外生ト
ナルコ
ト
ヲ
得ヘ
シ

但、
年
齢十
八年
未
満ノ
者ハ
之ヲ
許サ
ス

員
外生ニハ
卒業
証
書ヲ
授
与セ
ス

入
校セ
ン
ト
欲スル
者ハ
、

毎
月
廿五
日
迄一一
塾監
局へ
申
出へ

第
九
燦

第十
篠

第十
二
篠

第十
三
燦

第十
四
燦

:一/

第十
五
燦

第十
六
燦

第十
七
僚

但、員
外生
ハ
入校ノ
定日ニ
拘ハ
ラ
ス、便宜
塾
監
局へ
申

出 、
其
許
可ヲ
受クベ
シ

入校ノ
許可ヲ
得タル
者ハ
左ノ
書
式ニ
準シ
、

入
校
証ヲ
認メ
、

東
京
住居ノ
父
兄 、
若クハ
世
話人ニ
テ
身
元
確
実ナル
者ヲ
以

テ 、
身
元
引
受
人ト
ナ
スベ
シ

入
校
証
(
用
紙証
券
界
紙)

何
府(
県)何郡
何
町

(
村)
何
番
地
族
籍

姓

名

何年
何
月
何回
生

何
区
何
町
何
番
地
何
某
方

右ハ
今
般
御校へ
入
校
致ス
上ハ
、

本
人ニ
関スル
事件ハ
一

切、拙
者
引
受
ケ
、

決シ
テ
御
迷
惑
相
掛
申
間
敷
候 、
の
市
証

書
如
件

何
区
何
町
何
番
地
寄
留
(
若シ
クハ
本
籍)

族

籍

身
元
引
受
人

月
日

姓
名
EP 

明
治
年専

修
学
校
御
中

退
校セ
ン
ト
欲スル
者ハ
、

其
旨
塾
監
局へ
申
出ツヘ
シ
、

然ル

時ハ
幹
事ヨ
リ
身
元
引
受
人へ
入
校
証ヲ
返
却スル
ヲ
以テ
退
校

ノ
証ト
ス

断リ
ナ
ク
欠
席二ヶ
月以
上ニ
及フ
時ハ
退
校ト
見
倣シ
、

除
名

スベ
シ



但 、
欠
席ノ
断ヲ
為スト
雄トモ 、
五ヶ
月
以
上
欠
席スル
ト

キハ 、
亦
同シ

一
旦
退
校シ
テ 、
再ヒ
入
校ヲ
請フ
時ハ 、
更一一
入
校ノ
手
続キ

ヲ
経ヘ
シ

学
費

入
校スル
者ハ
束
僑トシ
テ
金
一
円ヲ
納ムヘ
シ

月
謝ハ
一
科ヲ
修ム
ル
者ハ
金
一
円、
二
科ヲ
兼
修ノ
者ハ
金一

円五十
銭ト
ス

但 、
毎月ノ
初メ 、
三
日
内ニ
納ムヘ
シ

毎年十
一月ヨ
リ
四
月マ
テ 、
校
中
雑
費トシ
テ
一ヶ
月
金十
五

銭ヲ
納ムへ
シ

仮
令欠
席月
余ニ
至ル
モ
常額ノ
月
謝校
費ヲ
納ムベ
シ

雑則

寄
宿ヲ
請フ
者ハ 、
塾
舎ノ
都合ニ
ヨ
リ
許
可スへ
シ

生
徒、
若クハ
身
元
引
受
人
住
居ヲ
転スル
時ハ 、
其
町
名
番
地

ヲ
塾
監
局ヘ
申
出ツへ
シ

身
元
引
受
人 、
若シ
東
京
外へ
転
居スル
時ハ 、
別一一
身
元
引
受

人ヲ
立テ 、
入
校
証ヲ
引
換フへ
シ

第
廿六
僚
休
業
期日ハ
左ノ
如シ

十
二
月二
十
六
日ヨ
リ
一
月十
五
日ニ
至ル

四
月一
日ヨ
リ
同月
七日ニ
至ル

七
月十
一日ヨ
リ
九月十
五
日ニ
至ル

第十
八
条

第十
九
篠

第二
十
篠

第
廿一
候

第
廿二
僚

第
廿三
燦

第
廿四
篠

《史料紹介》 専修学校 学則沿革 (ー)

第
廿五
僚

大
祭日
及日
曜日校主講

師

法
律
科

経
済
科

法
律
科

経
済
科

法
律
科

経
済
科

法
律
科

ノ\ ノ\ユー 斗ー

嘱
托
講
師

法
律
科

経
済
科

法
律
科

特別
講
義
員

冬
季
休
業

春
季
休
業

夏
季
休
業

、、町EEEE咽，/

 

本目田目
賀田井橋隈
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 成I工E

重

馬

。品百

稲
次
郎

種
太
郎々合4Aq，

 

氷
尻

重
野

健敬貞
一
郎道

木 川
正充

美

当

高虫

上
謹

本
謙

山
nu

 

エ小1

夫

主主T
弓乙

田

土ロ
勇



(
史
料3)

第一
款

第二
款

第三
款

第四
款

第五
款

其
他

明
治十
六年十
月

開
申
書

本
校ハ
邦語ヲ
以テ 、
経
済
学・
法
律
学ヲ
教
授シ
、

速
成ヲ
期

ス位
置
東
京
神田
区
中
猿
楽
町四
番
地

校
名
専
修
学校

学
科課
程及
教
科
書ハ
別
紙甲
号
表之
通リ 、
但
教
授ハ
都テ
口

授ナル
ヲ
以テ
、

教
科書ヲ
用ヒ
ス
、

Eッ
教
授一一
用ユ
ル
ノ
用

書
無
之
候

学
期ハ
九
月十
五
日ヨ
リ十
二
月
廿五
日
迄ヲ
前
期トシ
、一

月

十
六
日ヨ
リ
七
月十
日
迄ヲ
後
期トス
授
業
時
間ハ
一
人一一
付

二
時トス
市テ
開
校
時
間ハ
毎
日
午
後三
時十
五
分ヨ
リ
五
時

三十
分、
同六
時十
五
分ヨ
リ
八
時十
五
分
迄ノ
四
時
間トス

日
数ハ
前
期六十
六
日、
後
期
百五十
一
日トス

試
業ハ
士一
月・
七
月ノ
両度トシ
、

一
科最
高
点ヲ
百
点トシ
、

各
科
合
計平
均シ
其五
分ノ
三
以
上ノ
者ヲ
及
第トス

休
日ハ
(
寸
「一
明
回
一見
円 リ)

冬期
休
業、(
閉月
廿
田村
刊)

春
季
休業トス
(
枕
朋
什
子
四
万)
夏
季
休
業トス
外
大

祭日
及日
曜
日

第六
款

第第一一
第四空 室第八 入

学・
退
学及
寄
宿
舎
規則左
之
通リ

毎年
九
月ヲ
以テ
入
校
之
期トス
但
時宜一一
ヨ
リ
臨
時
入
校

ヲ
許スコ
ト
アルベ
シ

入
校ヲ
請フ
者ハ
、

年
齢
満十
八年
以
上ニ
シ
テ、
左
之
試
験

ニ
及第スルニ
非一フサレハ
之ヲ
許サス

但
中
学
初
等
科
卒
業以上ノ
者ハ
此ノ
限ニ
非ス

読
書
購
読

国
史
略、
十
八
史
略、
日
本
外
史、
政
記
史
等
之
内

作
文、
但
仮
名
交リ

記
事、
若クハ
論
文

入
校
志
願
者ノ
便宜ニ
依リ 、
入
校ノ
際
試
験ヲ
要セ
ス

又
定
期ノ
試
験ヲ
ナサスシ
テ、
員
外生ト
ナルコ
ト
ヲ

得ヘ
シ

但シ
、

年
齢十
八年
未
満ノ
者ハ
之ヲ
許サス

員
外生ニハ
卒業証
書ヲ
授
与セ
ス

入
校スル
者ハ
束
僑トシ
テ
金
一
円ヲ
納ムヘ
シ

退
学セ
ン
ト

欲スル
者ハ
、

其
旨塾監
局へ
申
出ツヘ
シ
、

然ル
ト
キハ
幹
事ヨ
リ
身
元
引
受
人へ
入
校
証ヲ
返
却ス

ル
ヲ
以テ
退
校ノ
証トス

入
塾ヲ
請フ
者ハ
証
券
界
紙ニ
入塾
証ヲ
認
ぺ
身
元
確

実ナル
者ヲ
以テ
保
証
人トシ
、

塾
監
局へ
差
出スヘ
シ

外
出スル
者ハ
午
後十
時迄ニ
帰塾スへ
た
十
時
後ハ

第第一第一第七



第
七
款

第八
款

第
九
款

第
十
款

第十
一
款

第十
二
款

《史料紹介》 専修学校 学則沿革 (ー)

門ヲ
開カ
ス

入
学生
徒ノ
学
力ハ
第六
款
中
第二
項ニ
掲
載
仕
候

生
徒ハ
五
百
名ヲ
予
定ノ
人
員ト
ス

教
員九
名
学
力(
雌

盟主
だ
銘)

俸給ハ
総テ
無
給タルコ
ト

訓
戒ハ
退
校ヲ
命スルニ
止マル
破
段
物
償還
規
則ハ
未タ
無

之
候

敷
地
百
坪

建
坪
七
拾八
坪

授
業
料ハ一
科ヲ
修ム
ル
者ハ
月
謝金
一
円、二
科ヲ
兼
修スル

者ハ
一円五十
銭

一ヶ
年
経
費

収
入金
額

支
出金
額

弐
千
弐
百五十
円

千三
百五十
円



科学 ---------
J-------- 期学

一 一 一 一 | 昨 十 時 教 毎一 一 l 吋 二 間 授 週

科済経科律、法
通
計一
十

第一

前
期

月

数
三
ヶ

月

九
日

授
業
日

数

六

十
六
日

十

年

ノ\二L

科
目
十

経

済
原
論

貨
幣
論

経
済
要
論

歴

史

法
律
初

歩

契

約
法

私
訴
犯
法

売
買

法

身
分
法

財
産
法

歴

史

科
目
十

後
期

月

数
五
ヶ

月

廿
五
日

教

授
日

数

百
五

十
一

日

経

済
原

論

応

用
経

済

貨
幣
論

経

済
要

論

歴

史

契
約
法

私
訴
犯
法

売

買
法

刑
法
大
意

組
合
商
業
並

会
社
法

歴

史
専
修
A斗ιて子

校
，u晶子

期 | 第
同 一

シ 年

ノ\.=c 

ニ 第
銀

行
誌

外
国

為
換

経

済
考

徴

貿
易

論

外
国
貿
易
原
理

海
上

法

万

国
公
法

証

拠
法

治
罪
法

日

本
刑

法

流
通
証

書

科
目
十

十

教
科
書
ハ

都
テ
口
授
ニ
シ
テ
用
書
ナ
シ

故
ニ

乙
号
表
無
之
候

十 ネヰ
課
程

年
ノ\.=c 

科
目
十

後
期

ニ 第

同 一
銀
行
誌

銀
行
史

経
済
考
徴

租
税
論

経

済
史

海
上
法

仏
国
契
約
法

憲

法

治
罪
法

日

本
刑
法

万
国
公
法

表シ 年

十 戸、」ー

第

前
期

ニ 第

同
租
税
論

国
債
論

商
業
史

世
態

学

政
治

学

海
上

保
険
法

法
理

米
国
訴
訟
法

平
等
法

政
治

学

世
態

学

立

法

論

科
目
十

シ 年

十

年
戸\.=c 

科
目
十一

後
期

ニ 第

同
国
債
論

商
業
史

予
算
論

官
有
財
産

論

世
態

学

弁
論
学

海
上

保
険
法

法
理

強
認

法

羅
馬
法

#山
一論
尚
子

世
態

学

外
交
論

シ 年

nu

 



(
史
料4)

明
治十
八
年
三
月

(
学
則
部
分は
史
料2と
同
文の
ため
略)

校
主講

師

法
律
科

経
済
科

法
律
科

経
済
科

法
律
科

ノ\ユ二L経
済
科

法
律
科

《史料紹介》 専修学校 学則沿革 (ー)

Y\ ノ\ ノ\」一 二L 二L

嘱
託
講
師

法
律
科

経
済
科

ノ\ ノ\コニ ユニー

不
在

不
在

、、、rBEE-，/

 

本目田鳩 駒 田
賀山 井 田

Eコ伊司中増 鈴 合 松山荻和田
垣

阪

法
律
科

全

井

思宋智4a句E-

安
積

左
都
夫

隆三
郎

上
渡
遠

ノ\.I.. 

藤 秋
田 月

ーー町E'E，，

盛

全

重

J馬
刀く

(
史
料5)
(明
治二
十
年
一
月)

!青L

尻

専
修
学
校

其
校、
今
般
特ニ
帝国
大
学
総
長ノ
監
督ニ
属セ
ラル\
旨 、
文
部
大
臣ヨ
リ

被
相
達
候
僚 、
其
旨
相心
得ヘ
シ

但 、
文
部
大
臣ヨ
リ
帝
国
大
学ニ
達セ
ラレ
タル
私立
法
律
学
校
特別
監
督

篠
規一
部ヲ
交
附ス

明
治十
九年十
二
月二
日

稲
次
郎

種
太
郎格夫

重
橋

手小l健敬貞
一
郎道

東
京
府知
事

帝
国
大
学

東
京
府下一一
設
置ノ
私立
法
律
学校一一
シ
テ 、
適
当卜
認ム
ル
モ
ノ
ヲ
択ヒ 、

左ノ
篠
規一一
依リ 、
特ニ
大
学
総
長ヲシ
テ
之
ヲ
監
督セ
シム
ルコ
ト
アル
可

高
崎五六

隈野嶋 木 川
正充

美
六
一
郎

シ

明
治十
九
年
八
月
廿五
日

文
部
大
臣
森
有
礼

原 本
謙朝之

助

私立
法
律
学
校
特別
監
督
篠
規

文
部
大
臣ハ
東
京
府下ニ
於テ 、
適
当ナ
リト
認ム
ル
私立
法
律
学

校ヲ
択ヒ 、
特ニ
帝国
大
学
総
長ヲシ
テ
之
ヲ
監
督セ
シム
ルコ
卜

/.、'口

芳 謙

第
一
僚

良日



アルヘ
シ

但、
本文ノ
学
校ト
雄、
尚一
般
私立
学校ノ
例ニ
依リ 、
地
方

官
ノ
管理ヲ
受クヘ
キハ
勿
論タルヘ
シ

帝国
大
学
総
長ノ
監
督ニ
属スヘ
キ
私立
法
律
学校ハ
、

必
要ノ
普

通
学
科ヲ
修メ
タル
者ヲシ
テ
入
学セ
シ
メ
、

三
年
以
上ノ
課
程ヲ

以テ 、
左ノ
三
科ノ
一ヲ
教
授ス
ル
モ
ノ
タルヘ
シ

但、
各
科-一
掲クル
法
律
中、
帝
国ニ
於テ
既ニ
制
定・
頒
布ア

リ
タル
モ
ノハ
、

主トシ
テ
之ヲ
教
授シ
、

外
国
法ハ
傍ラ
之ヲ

対
照スヘ
キモ
ノ
トス

仏
蘭
西
法
律
科

第
一年

法
学
通
論

民
法(人
事
篇)

第二
僚

私
権 、
身
分証
書、
住
所、
失
際、
婚
姻 、
離

婚 、
父タルコ
ト 、
養
子父
権 、
幼
者 、
後見 、

丁年
者、
禁
治産 、
裁
判上ノ
補
佐人

財産
区
別、
所
有
権、
収
実
権 、
地
役

(
財産
篇)

刑
法

第二
年

民
法
時
効 、
契
約 、
売
買 、
交
換
賃
貸
貸
借 、
附
托 、
偶生
契
約、

代理、
和
解 、
会
社

訴
訟
法
治
罪
法

第三
年

同

保
証、
質 、
書
入
質、
先
取
権 、
相
続 、
贈
遺 、
遺
嘱 、

婚
姻 、
財産 、
契
約

商法
擬
律
裁
判

独乙
法
律
科

第
一年

法
学通
論
民
法
人
権
問
物
権
刑
法

第二
年

民
法
契
約 、
親
族 、
財産 、
相
続

商法
裁
判
所
構成
法
治
罪
法

第三
年

訴
訟
法
海上
法
為
替
法
保
険
法
破
産
法
擬
律
裁
判

英吉
利
法
律
科

第一年

法
学通
論
契
約
法
私
犯
法
代理
法
刑
法

第二
年

親
族
法
組
合、
会
社
法
動産
委
托
法
売
買
法
財産
法

治
罪
法第三

年

財産
法
破
産
法
証
拠
法
保
険
法
訴
訟
法
流
通
証
書

商
船法
擬
律
裁
判

帝国
大
学
総
長ノ
監
督一一
属スル
私立
法
律
学校ノ
タメ
ヘ
帝
国

大
学
総
長ハ
法
科
大
学
職
員ノ
中ヨ
リ
委員ヲ
選
定シ
、

常
時及
試

民
法

第三
候



専
修
学
校

今
般、
私立
法
律
学
校
特別
監
督
僚
規ニ
依リ 、
私立
法
律
学
校
監
督
委
員ヲ

置キ 、
委
員
法
科
大
学
教
授
・

穂
積
陳重ヲシ
テ
其
校
監
督ヲ
担
任セ
シ
メ
候

係 、
此
旨
相心
得へ
シ

明
治十
九年十二
月三
日

第
四
僚

第五
篠

第六
燦

第七
僚

第八
篠

《史料紹介》 専修学校 学則沿革 (ー)

規
則

験ノ
時ニ
於テ
該
学
校ヲ
臨監セ
シ
ム
ル
モ
ノ
トス

該
私立
法
律
学校々
主ハ
、

毎
月三
日
迄-
五(月ノ
課
業
時
間
割
表

ヲ
帝国
大
学へ
差
出スヘ
キモ
ノ
トス

該
私立
法
律
学校一一
於テ 、
定
期
試
験ヲ
行フト
キハ
、

少クトモ

三
日
以
前ニ
校主ヨ
リ
其
科
目及
時
間
割
表ヲ
帝
国
大
学へ
差
出ス

ヘ
キモ
ノ
卜ス

該
私立
法
律
学
校ニ
於テハ
、

毎
定
期
試
験
後 、二
週
間内ニ
其成

績
表ヲ
製シ
、

校
主ヨ
リ
帝国
大
学へ
差
出スヘ
キモ
ノ
トス

該
私立
法
律
学
校ノ
卒
業生ニ
シ
テ、
帝国
大
学
総
長ニ
於テ
優
等

ナ
リト
認メ
タル
者ハ
、

法
科
大
学ニ
於テ
司
法官
吏立
合ノ
上、

更ニ
試
問ヲ
為スルコ
トアルヘ
シ
、

此
場合ニ
於テ
試
験及
第ノ

者ニハ
及
第証
書ヲ
交
付スヘ
シ

帝国
大
学
総
長ハ
委
員ノ
報
告ニ
因リ 、
該
私立
法
律
学校々
主ニ

学
科課
程及
教
授
法
等ノ
改正ヲ
諭
告スルコ
トアルへ
シ

帝国
大
学
総
長
渡
遺
洪
基

教
己
目

第一
候
当校ハ
邦語ヲ
以テ 、
経
済
・法

律
学ヲ
教
授スル
所トス

教
則

教
授ハ
都テ
講
義ヲ
以テス

修
業年
限ヲ三ヶ
年卜シ
、

毎
一年
ヲ
一
級トス

一
学年ヲ
分ツ
テ
前
後ノ
二
期トス

前
期
九月十
六
日ヨ
リ
翌年二
月十
五
日ニ
至ル

後
期
二
月二
十
三
日ヨ
リ
七
月十
日ニ
至ル

学
科ヲ
分テ
、

経
済
・法

律ノ二
トス
、

其
目左ノ
如シ

但、
本
文ノ
二
学
科ハ
之ヲ
兼
修スル
ヲ
得

第二
僚

第三
候

第四
僚

第五
篠

経
済
学

第一
年
前
期

経
済
大意
経
済
原
論

歴
史
簿記
学

第
一年
後
期

経
済
原
論

簿記
学

第二
年
前
期

貨
幣
論
経
済
要
論
経
済
調
和
論

経
済
要
論
金
融
論
歴
史

応
用経
済
貨
幣
論

外国
為
換
経
済
考
徴

外国
貿
易
原理

貿
易
論

銀
行
誌

簿記
学

第二
年
後
期

銀
行
誌
銀
行
史
経
済
考
徴

経
済
沿
革
論
簿
記
学

租
税
論
経
済
史



法
学通
論

刑
法法

学通
論

代理
法

組合
法
動産
委
托
法
証
拠
法

治罪
法
訴
訟
法
擬
律
擬
判

会
社
法
財産
法
証
拠
法
流
通
証
書

治罪
法
平
等
法
擬
律
擬
判

財産
法
保
険
法
商
船
法
破
産
法
法理

羅
馬
法
擬
律
擬
判

財産
法
保
険
法
商
船
法
破
産
法
法理

羅
馬
法
擬
律
擬
判

法
律
科ニ
於テハ
科
外
講
義ヲ
為ス、
其
目左ノ
知シ

歴
史
万
国
公
法
万国
私
法
論理
学
政
治
学
立
法
論

強認
法
弁
論
学

法
律
科一一
於テハ 、
臨
時
討
論
会ヲ
開クコ
ト
アルヘ
シ

授
業
時
間ハ
時
宜ニ
応シ
テ
之ヲ
定ム
ト
雄 、
各
級
毎週六
時
間ヨ

第三
年
前
期

第三
年
後
期

法
律
学

第
一年
前
期

第
一年
後
期

第二
年
前
期

第二
年
後
期

第三
年
前
期

第三
年
後
期

第六
僚

第
七
僚

第八
係

国
債
論

世
態
学
政
治
学

商
業
史

租
税
論

論理
学

国
債
論
商
業
史

世態
学
弁
論
学

予
算
論
官
有
財産
論

契
約
法
私
犯
法
売
買
法
親
族
法

契
約
法
私
犯
法
売
買
法
刑
法

財産
法

訴
訟
法

第
九
篠

第十
僚

第十
一
候

第十
二
僚

第十
三
燦

第十
四
燦

第十
五
燦 リ

少ナカ
ラス

毎期ノ
終リ
試
験ヲ
行ナヒ 、
前
後二
期ノ
試
験
点
数ヲ
合セ 、
満

点ヲ
一
百トシ、
各
科四十
点、
全
科
平
均六十
点以上ヲ
得ル
者

ヲ
及
第トス

但 、
及
第セ
サル
者ハ
元
級一一
留ム

第五
燦ノ
各
学
科ヲ
卒へ 、
其
試
験ヲ
完フスル
者一一
ハ
卒
業証
書

ヲ
授
与ス入

校
退
校

毎年
九
月ヲ
以テ
入
校ノ
期トス

但 、
時宜一一
由リ 、
臨
時
入
校ヲ
許スコ
ト
アルヘ
シ

入
校ヲ
請フ
者ハ 、
其年
齢
満十
八
年
以
上ニ
シ
テ 、
左ノ
試
験

ニ
及
第スルニ
ア
ラサレハ 、
之ヲ
許サス

但 、
尋
常
中
学
卒
業以
上ノ
者ハ
此
限ニ
ア
ラス

国
語
漢
文
数
学(
四
則、
分
数、
比
例)

地理
歴
史

入
校
志
願
者ノ
便宜ニ
依リ 、
入
校ノ
際試
験ヲ
要セ
ス、
又
定

期ノ
試
験ヲ
ナサスシ
テ
員
外生ト
ナルコ
ト
ヲ
得ヘ
シ

但 、
年
齢十
八年
未
満ノ
者ハ
之ヲ
許サス

員
外生ハ
卒
業証
書ヲ
授
与セ
ス
ト
雄 、
本人ノ
望一一
由リ三ヶ

年ノ
課
程ヲ
了ヘ
タル
モ
ノハ 、
試
験ヲ
ナシ、
其
及
第証
書ヲ

附
与スヘ
シ

員
外生一一
シ
テ二一ヶ
年ノ
課
程ヲ
学ヒ
タル
モ
ノハ
終身
本校ノ

校
友ト
ナスヘ
シ

- 124 一



第十
六
僚

《史料紹介》 専修学校 学則沿革 (ー)

第十
七
僚

第十
八
篠

第十
九
条

入
校ノ
許可ヲ
得タル
者ハ
左ノ
書式-一
準シ
、

入
校
証ヲ
認メ
、

東
京
住居ノ
父
兄 、
若クハ
世
話人一一
テ
身
元
確
実ナル
者ヲ
以

テ 、
身
元
引
受人ト
ナスへ
シ

入
校
証
(用
紙
美
濃一
銭
印
紙
貼用)

何
府(
県)
何
郡
何
町
(
村)
何
番
地
族
籍

姓

名

何年
何月
何日
生

何
区
何
町
何
番
地
何
某
方

右ハ
今般御校へ
入
学
致ス
上ハ
、

本人一一
関スル
事件ハ
一
切、

拙
者
引
受
ケ
、

決シ
テ
御
迷
惑
相
掛
申
間
敷
候
、

何
而
証

書如
件明

治
何
区
何
町
何
番
地
(
寄留
若クハ
本
籍)

族

籍

身
元
引
受
人

名
EP 

年
月

専
修
学
校
御
中

姓

日

退
校セン
ト
欲スル
者ハ
、

其
旨塾監
局へ
申
出ツヘ
シ

断リ
ナ
ク
欠
席三ヶ
月
以
上ニ
及フ
時ハ
退
校ト
見
倣シ
、

除名

スヘ
シ但、

欠
席ノ
断ヲ
為ス
ト
難トモ
、

四ヶ
月
以
上
欠
席スル
ト

キハ
、

亦
同シ

一
旦
退
校シ
テ、
再ヒ
入
校ヲ
請フ
時ハ
、

更ニ
入
校ノ
手
続キ

第二
十
燦

第
廿一
篠

第
廿二
僚

第
廿三
篠

第
廿四
篠

第
廿五
篠

ヲ
経へ
シ

学
費

入
校スル
者ハ
束
惰トシ
テ
金
一
円ヲ
納ムヘ
シ

月
謝ハ
一
科ヲ
修ム
ル
者ハ
金
八十
銭、
二
科ヲ
兼
修スル
者ハ

金
一
円二
十
銭トス

但、
出校ノ
多
少ニ
拘ハ
ラス
、

毎月ノ
初メ
、

三
日
内ニ
納

ムヘ
シ

毎月、
校
中
雑
費トシ
テ
金十
銭宛ヲ
納ムヘ
シ

無
断ニ
シ
テ
欠
席月
余ニ
至ル
モ
常額ノ
月
謝校
費ヲ
納ムへ
シ

雑
則

寄
宿ヲ
請フ
者ハ
、

塾
舎ノ
都合一一
ヨ
リ
許
可スへ
シ

生
徒、
若クハ
身
元
引
受
人
住
居ヲ
転スル
時ハ
、

其
町
名
番
地

ヲ
塾
監
局ヘ
申
出ツヘ
シ

身
元
引
受
人 、
若シ
東
京
外へ
転
居スル
時ハ
、

別ニ
身
元
引
受

人ヲ
立テ 、
入
校
証ヲ
引
換フへ
シ

第
廿
七
燦
休
業
期日ハ
左ノ
如シ

十二
月二
十
六
日ヨ
リ一
月十
五
日ニ
至ル

一
一月十
六
日ヨ
リ
同月二
十
二
日ニ
至ル

七月十
一日ヨ
リ
九月十
五
日ニ
至ル

大
祭日
及日
曜日

第
廿六
篠

冬
季
休
業

春
季
休
業

夏
季
休
業

校
主

相
馬、水
胤



講
師
姓
名

法
律
科

米国
法
律
学士
相
馬
永
胤

米国
法
律
学士
鳩
山
和夫

法
学士

松
野
貞一
郎

法
学士
(
不
在)
鈴
木
充
美

パ
リス
トル

法
学士

経
済
科

米国
文
学士

文
学士

法
律
科

増
嶋六一
郎

田尻
稲
次
郎

中隈
敬
蔵

嘱
托
講
師姓
名

山
本
謙三

法
学士

岡
山
兼
吉

法
学士

大谷
木
備一
郎

法
科
大
学
卒
業生
榊
原
幾
久
若

今
村
信
行

江
木
衷

法
学士

経
済
科

文
学士

和田
垣
謙三

米国
法
律
学士
目
賀田
種
太
郎

高
橋
健三

合
川正
道

高
橋
捨六

法
学士

法
学士

駒
井
重
格

法
学士

藤田四
郎

法
律
学士

内
藤
直
亮

法
科
大
学
卒
業生
岡
野
敬
次
郎

法
科
大
学
卒
業生
羽
生
顕
親

岩田
武
儀

法
科
大
学
卒
業生
戸
水
寛
人

文
学士

阪
谷
芳
郎

文
学士

文
学士

坪
井
九
馬三

土
子
金四
郎

堀
内正
善

演田
健
次
郎

文
学士

文
学士

文
学士

(
史
料6)
(明
治二
十
年
九
月)

二一副1けHHd
判がゆ
同国ハ

教
旨

当
校ハ
邦
語ヲ
以テ 、
経
済
・

法
律
学ヲ
教
授スル
所ト
ス

教則
教
授ハ
都テ
講義ヲ
以テス

修
業年
限ヲ
三ヶ
年トシ、
毎一年
ヲ
一
級トス

一
学年
ヲ分ツ
テ
前後ノ
二
期トス

前期
九
月十
六
日ヨ
リ
翌
年二
月十
五
日ニ
至ル

後
期
二
月二
十
三
日ヨ
リ
七
月十
日ニ
至ル

学
科ヲ
分テ 、
経
済
・法

律ノ二
ト
ス、
其
目左ノ
如シ

但 、
本
文ノ
二
学
科ハ
之ヲ
兼
修ス
ル
ヲ
得

経
済
学(
純正、
応
用 、
財政
及
附
属ノ
学
科)

第一年
前期

経
済
大意
経
済
原
論
貨
幣
論

経
済
調
和
論
歴
史
簿記
学

経
済
原
論
応
用経
済
貨
幣
論

第
一
候

第二
燦

第三
僚

第四
燦

第五
燦第一

年
後
期

長
崎
剛十
郎

村上
祐

加
藤
彰
廉

経
済
要
論

経
済
要
論



第二
年
前
期

第二
年
後
期

第三
年
前
期

第三
年
後
期

科
外

法
律
学

第一年
前
期

第一年
後
期

第二
年
前
期

《史料紹介》 専修学校 学則沿革 (ー)

第二
年
後
期

第三
年
前
期

第三
年
後
期

歴
史
簿記
学

経
済
考
徴
外国
貿
易
原理

金
融
論
経
済
論
法

銀
行
誌
外国
為
換

統
計
学
簿記
学

銀
行
誌
経
済
考
徴
租
税
論
国
債
論

経
済
沿
革
論
統
計
学
政
治
学
簿記
学

租
税
論
国
債
論
商
業
史
世
態
学
行政
学

商
業
史
予
算
論
官
有
財産
論
世
態
学

行政
学
会
計
法

論理
学
弁
論
学

私
犯
法
売
買
法
親
族
法

法
学通
論
契
約
法

刑
法
動産
委
托
法

法
学
通
論
契
約
法

代理
法
組
合
法

証
拠
法
財産
法
治
罪
法
訴
訟
法

流
通
証
書
憲
法
擬
律
擬
判

財
産
法
治
罪
法
訴
訟
法

擬
律
擬
判

保
険
法
商
船
法
破産
法

国
際
法
擬
律
擬
判

商
船
法
破
産
法

擬
律
擬
判

私
犯
法
売
買
法
刑法

会
社
法

平
等
法

証
拠
法

政
治
学

財
産
法

行政
学

財産
法

行政
学

法理

保
険
法

国
際
法

法理

第六僚
第
七
僚

第
八
燦

第
九
僚

第十
僚

第十
一
係

第十
二
燦

第十
三
篠 科

外

立
法
論
強認
法
羅
馬
法

歴
史
論理
学

弁
論
学

法
律
科ニ
於テハ
臨
時
討
論
会ヲ
開クコ
卜
アルヘ
シ

授
業
時
間ハ
時宜一一
応シ
テ
之ヲ
定ム
ト
雄、
各
級
毎週六
時
間ヨ

リ
少ナカ
ラス

毎期ノ
終リ
試
験ヲ
行ナヒ
、

前
後二
期ノ
試
験
点
数ヲ
合セ
、

満

点ヲ
一
百トシ
、

各
科四十
点、
全
科
平
均六十
点以上ヲ
得ル
者

ヲ
及
第トス

但、
及
第セ
サル
者ハ
元
級ニ
留ム

第五
僚ノ
各
学
科ヲ
卒へ
、

其
試
験ヲ
完フ
スル
者一一ハ
卒
業証
書

ヲ
授
与ス入

校
退
校

毎年
九月ヲ
以テ
入
校ノ
期卜ス

但、
時宜ニ
由リ 、
臨
時
入
校ヲ
許スコ
トアルヘ
シ

入
校ヲ
請フ
者ハ
、

其年
齢
満十
八年
以
上ニ
シ
テ、
左ノ
試
験

ニ
及
第スルニ
ア
ラサレハ
之ヲ
許サス

但、
尋
常
中
学
卒
業以上ノ
者ハ
此
限ニ
ア
ラス

国
語
漢
文
数
学
(四
則、
分数、
比
例)

地理
歴
史

入
校
志
願
者ノ
便宜ニ
依リ 、
入
校ノ
際試
験ヲ
要セ
ス
、

又
定

期ノ
試
験ヲ
ナサスシ
テ
員
外生ト
ナルコ
ト
ヲ
得へ
シ

但、
年
齢十
八年
未
満ノ
者ハ
之ヲ
許サ
ス

員
外生ハ
卒
業証
書ヲ
授
与セ
ス
ト

離、
本人ノ
望ニ
由リ三ヶ

。ゐ



第十
四
係

第十
五
僚

第十
六
燦

第十
七
僚

年ノ
課
程ヲ
了ヘ
タル
モ
ノハ 、
試
験ヲ
ナシ、
其
及
第証
書ヲ

附
与スヘ
シ

員
外生ニ
シ
テ二一ヶ
年ノ
課
程ヲ
学ヒ
タル
モ
ノハ
終身
本
校ノ

校
友ト
ナスヘ
シ

入校ノ
許可ヲ
得タル
者ハ
左ノ
書
式ニ
…準シ、
入
校証ヲ
認メ 、

東
京
住居ノ
父兄 、
若クハ
世
話人ニ
テ
身
元
確
実ナル
者ヲ
以

テ 、
身
元
引
受人ト
ナスヘ
シ

入
校
証
(
用
紙
美
濃一
銭
印
紙
貼用)

何
府(
県)
何
郡
何
町(
村)
何
番地
族
籍

姓

名

何年
何
月
何回
生

何
区
何
町
何
番地
何
某
方

右ハ
今
般
御校
へ
入
学
致ス
上ハ、
本人ニ
関スル
事件ハ
一

切 、
拙
者
引
受ケ 、
決シ
テ
御迷
惑
相
掛
申
間
敷
候 、
の
市証

書
如
件明

治
何
区
何
町
何
番地
(
寄
留
若クハ
本
籍)

族

籍

身
元
引
受
人

名
印

姓

年
月

専
修
学
校
御
中

退
校セ
ン
ト
欲スル
者ハ 、
其
旨塾監
局へ
申
出ツヘ
シ

断リナク
欠
席三ヶ
月以
上ニ
及フ
時ハ
退
校ト
見
倣シ、
除
名

日

スヘ
シ

第十
八
条

第十
九
燦

第二
十
燦

第
廿一
燦

第
廿二
燦

第
廿三
燦

第
廿四
僚

第
廿五
燦

但 、
欠
席ノ
断ヲ
為ス
ト
雄トモ 、
四ヶ
月以
上
欠
席スル
ト

キハ 、
亦
同シ

一
旦
退
校シ
テ 、
再ヒ
入
校ヲ
請フ
時ハ 、
更一一
入
校ノ
手
続キ

ヲ
経ヘ
シ

学
費

入校スル
者ハ
束
僑トシ
テ
金
一
円ヲ
納ムヘ
シ

月
謝ハ
一
科ヲ
修ム
ル
者ハ
金八十
銭、
二
科ヲ
兼
修スル
者ハ

金
一
円二
十
銭トス

但 、
出
校ノ
多
少ニ
拘ハ
ラス、
毎
月ノ
初メ 、
三
日
内ニ
納

ムヘ
シ

毎
月、
校
中
雑
費トシ
テ
金十
銭宛ヲ
納ムヘ
シ

無
断ニ
シ
テ
欠
席
月
余ニ
至ル
モ
常額ノ
月
謝
校
費ヲ
納ムヘ
シ

雑
則

寄
宿ヲ
請フ
者ハ 、
塾
舎ノ
都合一一
ヨ
リ
許
可スヘ
シ

生
徒、
若クハ
身
元
引
受
人
住
居ヲ
転スル
時ハ 、
其
町
名
番地

ヲ
塾
監
局へ
申
出ツヘ
シ

身
元
引
受
人 、
若シ
東京
外へ
転
居スル
時ハ 、
別-一
身
元
引
受

人ヲ
立テ 、
入
校
証ヲ
引
換フヘ
シ

nδ

 

第
廿六
僚
休
業
期日ハ
左ノ
如シ

十
二
月二
十
六
日ヨ
リ
一
月十
五
日ニ
至ル

一
一月十
六
日ヨ
リ
同
月二
十
二
日ニ
至ル

七
月十
一
日ヨ
リ
九
月十
五
日ニ
至ル

冬
季
休
業

春
季
休
業

夏
季
休
業



校
外
員
規
則

第
一僚

第二
僚

第三
僚

《史料紹介》 専修学校 学則沿革 (ー)

第四
篠

第五
僚

大
祭日
及日
曜日校主幹

事

高
橋
捨六

相
馬、水
胤

第
一
章
講
義
筆記

遠
隔ノ
地
方一一
在リ 、
又ハ
業
務ノ
為メ
参校シ
テ
講
義ヲ
聴クコ

ト
能ハ
サル
モ
ノ\
便ヲ
計リ 、
校
外
員ノ
制ヲ
設ケ 、
本校
講
師

ノ
講
義ヲ
筆記
・
印
刷シ
テ
之ヲ
頒ツモ
ノ
トス

講
義
筆
記ハ
法
律
・

経
済ノ
二
科ト
ナシ
、

各
科ノ
講
義
筆記ヲ
分

ツ
テ 、
第一年
級
講
義
筆記、
第二
年
級
講
義
筆記、
第三
年
級
講

義
筆
記ノ
三
種卜ス

但、
初年ハ
第一年
級
講
義
筆
記ノ
ミ
ヲ
発
行シ
、

順
次第二
年、

第三
年
級
講
義
筆記一一
及フモ
ノ
トス

各
講
義
筆
記ハ
毎週
一
回
発
免スル
モ
ノ
トシ
、

法
律
科
・経

済
科

共
第一
年
級
講
義
筆記ハ
毎月
曜日
之ヲ
発
免ス

但、
各
科
第二
年、
第三
年
級
講
義
筆記
発免ハ
、

発
免年
度一一

至
リ
定ム
ル
モ
ノ
トス

講
義
筆記ノ
紙
数ハ
一
冊五十ペ
lシ

内
外ト
ス

講
義
筆記ハ
各
専
門
科
講
義ヲ
記
載スル
ノ
外、
本校一一
関スル
記

事及
広
告
類ヲ
掲
載スル
モ
ノ
トス

校
外
員

信用二ヰ早

第六
僚

第
七
僚

第
八
僚

第
九
僚

第十
燦

第十
一
篠

第十
二
篠

第十
三
篠

本
規則ニ
従ヒ
、

校
外
員タ
ランコ
ト
ヲ
欲ス
ル
モ
ノハ
、

何
人ヲ

問ハ
ス
、

試
験ヲ
要セ
ス
、

何
時ニ
テモ
之ヲ
許スモ
ノ
トス

校
外員タ
ラン
ト
欲スル
モ
ノハ
、

其
修メン
トスル
法
律
科、
或

ハ
経
済
科、
若シハ
両
科
兼
修ノ
旨及
其
氏
名
・族

籍
・住所ヲ

詳

記シ
、

入
校
金
井月
謝金ヲ
添へ
申込ム
モ
ノ
ト
ス

但、
居
所ヲ
転シ
タル
ト
キハ
、

新旧ノ
住
所ヲ
詳
記シ
テ
通
知

スヘ
シ第三

章
校
友

校
外
員ニ
シ
テ、
三ヶ
年ノ
課
程ヲ
完フシ
タル
モ
ノハ
、

本人ノ

望
由リ 、
本校一一
於テ
試
験ヲ
ナシ
、

其及
第証ヲ
附
与スル
モ
ノ

トス

nJU

 

但 、
試
験ノ
期
節ハ
講
義
筆記ニ
於テ
告知スヘ
シ

三ヶ
年
間
続テ
校
外
員ト
ナ
リ 、
学
科ヲ
修メ
タル
者ハ
終身
本校

ノ
校
友ト
為シ
、

之レニ
校
友
証ヲ
交
付スル
モ
ノ
トス

本校ノ
校
友
証ヲ
有スル
者ハ
、

終身
本校ニ
出入スルコ
ト
ヲ
得

J\ 
シ本校ノ

校
友タル
者ハ
、

其
修メ
タル
学
科一一
付
質疑ヲ
為スコ

ト
ヲ
得ヘ
シ

第四
章
入
校
金月
謝金

校
外
員ハ
入
校
金五十
銭ヲ
納ム
ル
モ
ノ
トス

校
外
員ハ
一
科
専
修月
謝金五十
銭、
両
科
兼
修ハ
金
九十
銭ヲ

前月
中ニ
納ムヘ
シ



第十
四
僚

第十
五
篠

第十六
僚

第十
七
篠

第十
八
燦

第十
九僚

但 、
数ヶ
月
分
前
納スル
モ
妨ケ
ナシ

入
校
金及
月
謝金ヲ
領
収スル
ト
キハ 、
其翌
月ヨ
リ
講
義
筆
記

ヲ
配
付スル
ヲ
以テ 、
別ニ
領
収証ヲ
送
付セ
ス、
若シ
翌
月
初

旬ノ
発
行期日十
五
日ヲ
過キ
テ 、
講
義
筆
記
到
着セ
サル
ト
キ

ハ 、
其
旨
郵
便ヲ
以テ
通
知スヘ
シ

但 、
月
謝金ヲ
前
納セ
サル
モ
ノヘハ
講
義
筆記ヲ
配
付セ
ス

本人ノ
都合ニ
ヨ
リ
校
外
員ヲ
辞シ
タル
ト
キ 、
既一一
受
領シ
タ

ル
月
謝金ノ
残
余アレハ 、
之一一
対スル
講義
筆記ヲ
送
付シ、

現
金ヲ
以テ
返
還ヲ
ナサス

月
謝金ノ
不
納一ヶ
月以上ニ
及フ
ト
キハ 、
校
外
員タルコ
ト

ヲ
廃シ
タル
モ
ノ
ト
見
倣スモ
ノ
ト
ス、
故ニ
講
義
筆記ノ
再送

ヲ
請フモ
ノハ
更ニ
校
外
員タルコ
トノ
手
続ヲ
ナスヘ
シ

入
校
金
・

月
謝
金ノ
送
付
方ハ
郵
便
小
為
替 、
又ハ
郵
便
為
替

(
為
替ハ
神田、
下
谷 、
又ハ
牛込
郵
便
局
受
取 、
又ハ
銀
行
為

替ヲ
以テ
送
付スヘ
シ

但 、
通運
会
社ニ
托シ、
現
金ヲ
以テ
送
付スル
モ
ノハ
配
達

料一
銭ヲ
添へ
払込ヘ
シ

第五
章
校
外
員
質
問

講
義
筆記一一
登
載シ
タル
事
柄一一
付疑
義アル
ト
キハ 、
通
信ヲ

以ヲ
質問スルコ
ト
ヲ
得

但 、
法
律
科
中疑
律疑
判一一
付テハ 、
質
問スルコ
ト
ヲ
得ス

質疑
信書ニハ
法
律科、
又ハ
経済

科講義筆記ノ
号数
・科目
・

第二
十
燦

第
廿一
候

第
廿二
燦

法
律
科第一

年
第二
年

第三
年

科
外

経
済
科第一年

第二
年

丁
数ヲ
示シ、
疑
問ノ
要
点ヲ
明ニ
記
載スヘ
シ

質疑ノ
答
弁ハ
講
義
筆
記々
載ノ
都合一一
依ル
ヲ
以テ 、
其
種
類

ニ
依リ
答
弁セ
サルコ
トアルヘ
シ

質
疑及
答
弁ハ
法
律
科
・経

律
科ヲ
区
別
九
時々
各
講
義
筆記

ノ
紙
末ニ
登
録スル
モ
ノ
ト
ス

質
疑
信
書ハ
法
律
科、
又ハ
経
済
科
質問ト
認
へ
質
疑
者ノ
姓

名
・住所ヲ

明記シ、
本
校
講
義
筆記
編
輯
掛へ
宛テ
郵送スへ

シ
講
義
筆記
学
科
目

法
学
通
論
契
約
法
私
犯
法
売
買
法
親
族
法

刑
法
動産
委
托
法
代理
法
組
合
法

証
拠
法
財産
法
治
罪
法
訴
訟
法
会
社
法

流
通
証
書
憲
法
平
等
法
政
治
学
疑
律
疑
判

財産
法
保
険
法
商
船
法

法理
行政
学

国
際
法
疑
律
疑
判

歴
史
論理
学
立
法
論

nu

 

qu

 

破
産
法

強
認
法
羅
馬
法
企八一一一剛
山{子

経
済
大意
経
済
原
論
貨
幣
論
経
済
要
論

経
済
調
和
論
応
用経
済
経
済
論
法
銀
行
論

銀
行
論
外国
為
換
経
済
考
徴
外国
貿
易
原理

簿記
学



国
債
論
経
済
沿
革
論
政
治
学

国
債
論
租
税
論
商
業
史
予
算
論

世態
学
行政
学

科
外

論理
学
弁
論
学

但 、
科
外ハ
法
律
・経

済
両
科
共 、
講
義
筆記ノ
都合ニ
ヨ
リ
記
載セ

サルモ
ノ
アルヘ
シ

第三
年

官
有
財産
論

QU

 

《史料紹介》 専修学校 学則沿革 (ー)




